
資料№１

第２次加東市ＤＶ対策基本計画　評価表（案）

【取組評価について】 Ａ 成果あり（計画に対して十分な成果が得られた）
Ｂ 一部成果あり（計画に対して十分ではないが、一部において成果が得られた）
Ｃ 成果なし（現段階で成果が得られていない）

基本目標Ⅰ　相談体制の充実

基本目標Ⅱ　被害者の安全確保

成果

基本目標 取組評価

Ⅰ　相談体制の充実 Ｂ

基本目標 取組評価
総括

今後の取組、課題等
取組内容

今後の取組、課題等
取組内容 成果

総括

Ⅱ　被害者の安全確保

例 ： 基本目標Ⅰ「相談体制の充実」の評価方法は、進捗管理票（案）

のＰ１～Ｐ２を総括して「取組内容、成果、今後の取組、課題等」

の分析を行う。

その分析結果を「Ａ、Ｂ、Ｃ」で評価する。

取組評価は、基本目標ごとに行
う。 （※ＤＶ対策基本計画（案）
は５つの基本目標が設定されて
いるので、その目標ごとに評価
する。）
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基本目標Ⅲ　被害者の自立支援と生活再建の支援

基本課題Ⅳ　ＤＶを許さない意識づくりの推進

基本目標Ⅴ　支援体制の充実

成果

成果

基本目標 取組評価
総括

今後の取組、課題等
取組内容

Ⅲ　被害者の自立支援
と生活再建の支援

基本目標 取組評価
総括

今後の取組、課題等
取組内容

Ⅳ　ＤＶを許さない
  意識づくりの推進

基本目標 取組評価
総括

今後の取組、課題等
取組内容 成果

Ⅴ　支援体制の充実
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第２次加東市ＤＶ対策基本計画　進捗管理票（案）

【取組評価について】 Ａ 成果あり（計画に対して十分な成果が得られた）
Ｂ 一部成果あり（計画に対して十分ではないが、一部において成果が得られた）
Ｃ 成果なし（現段階で成果が得られていない）

基本目標Ⅰ　相談体制の充実

基本的方向　１．相談窓口体制の周知・充実

（１）加東市配偶者暴力相談支援センターの周知と充実

例）　　（２）相談窓口の周知と充実

「女性のための相談」窓口の周知

（３）相談者の特性（障害者、高齢者、性的マイノリティ、外国人の方）に応じた情報提供や相談支援

結果の分析

福祉総務課

担当課 福祉総務課

担当課 福祉総務課

例）29件 相談件数が目標相談件数と比較し△１件

Ｈ34

相談者の特性（障害者、高齢者、性的マイノリティ、
外国人の方）に応じた情報提供や相談支援

５件

Ⅰ-1-(1)-①

Ⅰ-1-(2)-①

Ⅰ-1-(3)-①

外国人相談延件数 １件

指標 現状値
実績値／目標達成率 目標値

施策コード

Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

外国人の相談に対応できるよう、通訳等が利用できる体制を整えます。

取組評価

　例）広報紙やホームページ等により相談窓口を周知し、「女性の
ための　相談」窓口につなげ、24件の相談があった。

加東市配偶者暴力相談支援センターの周知と充
実

取組 取組評価

現状値

１回

実績値／目標達成率 目標値

広報紙やホームページ等で相談窓口を周知し、「女性のための相
談窓口」につなげます。

取組 取組評価

施策コード 取組

指標

相談窓口の周知回数 ５回

Ｈ34Ｈ31 Ｈ34
結果の分析

指標 現状値
実績値／目標達成率 目標値

Ｈ31

B

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ34

担当課

Ｈ32

結果の分析

加東市配偶者暴力相談支援センターの相談窓口を周知するため、
啓発グッズを配布します。

施策コード

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

「女性のための相談」延件数 24件 例）24件

Ｈ33

例） Ｈ３１年度の取組を評価する場合は、H３１年
度の取り組んだ「取組内容、成果」と「実績値」を記入
し、取組を「A」「B」「ｃ」で評価する。ただし、Ａ、Ｂ、Ｃで
評価するのは指標が数値目標となっている場合のみ
とする。指標が数値目標でない取組については、「取
組内容、成果」のみの記入とする。
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基本的方向 ２．相談員等の資質向上

（１）相談員等の各種研修への参加

（２）相談員等への被害防止、心理的ケアの実施

結果の分析

Ｈ34

結果の分析

結果の分析

Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34

対象職員の受講率（人事課） 100%

10回

施策コード

結果の分析

100%

指標 現状値
実績値／目標達成率 目標値

取組評価

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

○他機関が実施するＤＶ研修の情報提供を行うとともに、メンタルヘ
ルス研修を実施します。
〇心のの相談の実施により、相談員等の心身の健康保持に努めま
す。

Ⅰ-2-(2)-① 取組 相談員等へのメンタルヘルス研修、心の相談の実
施

担当課 福祉総務課
人事課

Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ34

各種研修への参加回数 ８回

取組内
容、成果

福祉総務課 取組評価

今後の取
組、課題
等

被害者の支援に携わる相談員等に対して、研修に参加できる機会
をつくり、相談員等の資質向上を図ります。

相談員等の資質の向上 担当課

指標 現状値
実績値／目標達成率 目標値

１回

指標 現状値

施策コード Ⅰ-2-(1)-① 取組

人権擁護委員等を対象とした研
修会実施回数

０回

実績値／目標達成率 目標値
Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ34

人権協働課 取組評価

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

人権擁護委員等を対象とした、相談技術や知識の向上のための研
修会を実施します。

12人

施策コード Ⅰ-1-(3)-② 取組 人権擁護委員等を対象とした研修会の実施 担当課

手話通訳者・登録要約筆記者数
（社会福祉課）

10人

150人

指標 現状値

権利擁護研修参加者数（高齢介
護課）

139人

相談者の特性（障害者、高齢者、性的マイノリティ、
外国人の方）に応じた情報提供や相談支援

実績値／目標達成率 目標値
Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ34

取組評価

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

障害者、高齢者、性的マイノリティ等、相談者に応じた相談支援を関
係各課と連携し行います。

施策コード Ⅰ-1-(3)-① 取組 担当課 社会福祉課、高齢介護課
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第２次加東市ＤＶ対策基本計画　進捗管理票（案）

【取組評価について】Ａ 成果あり（計画に対して十分な成果が得られた）
Ｂ 一部成果あり（計画に対して十分ではないが、一部において成果が得られた）
Ｃ 成果なし（現段階で成果が得られていない）

基本目標Ⅱ　被害者の安全確保

基本的方向　１．緊急時における安全確保

（１）被害者及び同伴家族の安全確保

（２）子どもの安全確保

（３）警察や県との連携による一時保護

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

ＤＶ被害者等の一時保護が必要となった場合、警察や兵庫県女
性家庭センターと連携を図り、一時保護を実施し、被害者等の
安全を確保します。

施策コード Ⅱ-1-(3)-① 取組 福祉総務課 取組評価
警察や関係機関との連携による一時保護の実
施

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

一時保護に引き継ぐまでの被害者自身と同伴家族の安全を確
保するために、警察と連携して、一時保護所までの同行支援を
実施します。

施策コード

福祉総務課
関係間（学校・保育所等）

取組評価
関係機関との連携による子どもの安全確保の
実施

Ⅱ-1-(1)-① 取組 担当課
福祉総務課

関係機関（学校・保育所等）
取組評価

警察や関係機関との連携による一時保護所ま
での同行支援の実施

施策コード Ⅱ-1-(2)-① 取組 担当課

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

子どもやその家庭に関する情報を兵庫県中央こども家庭セン
ターや学校等と共有し、子どもが安心して暮らすことができるよ
う、継続的な支援を行います。

担当課
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基本的方向　２．被害者の情報の保護

（１）住民基本台帳の閲覧等の制限

（２）関係部局における情報管理の徹底

基本的方向　３．保護命令等の情報提供と申立にかかる手続きの支援

（１）保護命令制度に関する情報提供

（２）裁判所への同行支援

被害者情報の取扱いに関する関係者間での共
通認識の形成

担当課 取組評価

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

被害者及び子どもの安全を確保するため、住民基本台帳等によ
り事務処理を行う関係各課に対して閲覧制限等の制度の周知を
図り、情報の適切な共有化と情報管理を徹底します。

施策コード

福祉総務課、市民課、学校教
育課、税務課、保険医療課、こ
ども教育課、健康課、管理課、
関係各課

Ⅱ-2-(2)-① 取組

取組評価

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

「住民基本台帳事務における支援措置」の申出があった場合
に、住民基本台帳の閲覧及び住民票の写し・戸籍の附票の写し
の発行を制限し、安全を確保します。
マイナンバー制度における「不開示措置」の申し出があった場合
に、被害者の情報開示を制限し、安全を確保します。

施策コード Ⅱ-2-(1)-① 取組
住民基本台帳の閲覧及び住民票の写し・戸籍
の附票の写しの発行・マイナンバーによる情報
開示の制限

担当課
市民課
福祉総務課

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

保護命令を裁判所に申し立てる際に、裁判所への同行支援を行
います。

保護命令申立時の裁判所への同行支援 担当課施策コード Ⅱ-3-(2)-① 取組 福祉総務課 取組評価

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

保護命令制度の説明と、保護命令関係書類の作成の支援を行
います。

施策コード Ⅱ-3-(1)-① 取組 保護命令制度に関する情報提供の実施 担当課 福祉総務課 取組評価
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第２次加東市ＤＶ対策基本計画　進捗管理票（案）

【取組評価について】Ａ 成果あり（計画に対して十分な成果が得られた）
Ｂ 一部成果あり（計画に対して十分ではないが、一部において成果が得られた）
Ｃ 成果なし（現段階で成果が得られていない）

基本目標Ⅲ　被害者の自立支援と生活再建の支援

基本的方向　１．被害者の自立に向けた支援

（１）自立に向けた情報の提供

自立に向けた情報の提供

（２）生活再建に向けた支援

（３）住宅の確保に向けた支援

住宅に関する情報提供

（４）就労に向けた支援

ハローワーク等と連携した就労支援の実施

施策コード Ⅲ-1-(1)-① 取組 担当課
福祉総務課
関係各課

取組評価

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

被害者の自立に向けて、離婚や親権等の司法手続きに関する
情報提供を行います。

施策コード Ⅲ-1-(2)-① 取組 担当課
福祉総務課、市民課、保険医
療課、健康課、関係各課

取組評価生活再建に向けた諸手続きの支援と情報提供

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

被害者の状況に応じて必要な行政サービスを受けることができ
るよう、他市町との連携や同行支援等を行います。

施策コード Ⅲ-1-(3)-① 取組 担当課
福祉総務課
都市政策課

取組評価

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

保護命令の適用や一時保護施設に入所した被害者に対して、
母子生活支援施設等の情報提供を行い、住居の確保に努めま
す。
県営住宅や市営住宅の入居条件等の情報提供を行います。

施策コード Ⅲ-1-(4)-① 取組 担当課
福祉総務課
商工観光課

取組評価

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

ハローワークや市の就労支援室と連携し、被害者の状況に応じ
て、求人情報の提供や就職活動のアドバイス、就労に関する相
談対応等を行います。
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（５）心理的ケアに関する相談窓口の情報提供

心理相談やカウンセリング機関の情報提供の実施

基本的方向　２．被害者の子どもへの支援

（１）就学や保育に関する支援

被害者の子どもの就学等の手続きの支援

（２）スクールカウンセラーの配置による心理的ケアの実施

スクールカウンセラーによる心のケアの実施

（３）関係機関との連携による子どもへの継続的な支援の実施

施策コード Ⅲ-1-(5)-① 取組 担当課 福祉総務課、健康課 取組評価

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

ＤＶ被害者の心理相談やカウンセリング機関の相談窓口の周知
と情報提供を行います。

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

就学や保育について避難先の教育委員会等の関係機関と連携
し、転校等の手続きの支援を行います。また、必要に応じて同行
支援を行います。

施策コード Ⅲ-2-(1)-① 取組 担当課
学校教育課、こども教育課、福
祉総務課

取組評価

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

施策コード Ⅲ-2-(2)-① 取組 取組評価

子どもや保護者を対象に、スクールカウンセラーによる教育相談
を実施し、支援を行います。

担当課 学校教育課

施策コード Ⅲ-2-(3)-① 取組 担当課
福祉総務課
関係各課

取組評価

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

要保護児童対策地域協議会において、関係機関の支援方針等
について話し合い、情報共有を図ります。

要保護児童対策地域協議会との連携による子
どもへの支援の実施
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子どもの学級担任による相談等の実施

結果の分析

健康課 取組評価
乳児家庭全戸訪問事業による家庭訪問や乳幼
児健診の実施等

実績値／目標達成率 目標値
Ｈ31

施策コード Ⅲ-2-(3)-② 取組 担当課

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

乳児家庭全戸訪問や乳幼児健診等を実施し、面接相談と子ども
の成長・発達の確認を行うことで、被害者の状況把握と継続支
援を行います。

指標 現状値

取組 担当課 学校教育課、こども教育課 取組評価

Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ34

乳児家庭全戸訪問事業による
家庭訪問実施率

家庭訪問
実施率：
96.9％

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

学級担任等が子どもの状況を把握し、関係機関との連携により
継続的に子どもを見守ります。
子どもに対し定期的に教育相談を行うことで、家庭から離れた場
に子どもが相談しやすい環境をつくります。

家庭訪問
実施率：
97.0 ％

施策コード Ⅲ-2-(3)-③
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第２次加東市ＤＶ対策基本計画　進捗管理票（案）

【取組評価について】Ａ 成果あり（計画に対して十分な成果が得られた）
Ｂ 一部成果あり（計画に対して十分ではないが、一部において成果が得られた）
Ｃ 成果なし（現段階で成果が得られていない）

基本課題Ⅳ　ＤＶを許さない意識づくりの推進

基本的方向　１．ＤＶ防止に向けた市民・事業所等への啓発

（１）冊子やカードなどの啓発物品の配布

ＤＶ防止啓発のためのカード等の設置

（２）市民向け講演会の開催

男女共同参画セミナー等の実施

（３）「女性に対する暴力をなくす運動」（11月12日～11月25日）の周知

パープルリボンキャンペーンの実施

施策コード Ⅳ-1-(1)-① 取組 担当課 福祉総務課 取組評価

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

ＤＶ防止啓発のリーフレットやサポートカードを公共施設に設置
します。

指標 現状値
実績値／目標達成率 目標値

Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ34

医療機
関・公共
施設　38
箇所

結果の分析

リーフレットやサポートカードの
設置箇所数

医療機
関・公共
施設　36
箇所

施策コード Ⅳ-1-(2)-① 取組 担当課
福祉総務課
人権協働課

取組評価

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

講演会等を通じて、人権意識の向上を図るほか、固定的な性別
役割分担意識を見直すため、男女共同参画セミナーを実施しま
す。

施策コード Ⅳ-1-(3)-① 取組 担当課 福祉総務課

Ｈ34

取組評価

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

ＤＶの防止啓発や、相談窓口を周知するため、パープルリボン
キャンペーンを実施し、啓発グッズを配布します。

結果の分析指標 現状値
実績値／目標達成率 目標値

Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34

１回
パープルリボンキャンペーンの
街頭啓発実施回数

１回
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基本的方向　２．子ども・若者に対するデートＤＶ防止の教育・啓発

（１）デートＤＶ防止教育・啓発の実施

デートＤＶ防止授業の実施

（２）発達段階に応じた教育・啓発の実施

結果の分析

結果の分析

こども教育課 取組評価
人権感覚の醸成や人の思いを大切にする心を
育む授業等の実施

人権感覚の醸成や人の思いを大切にする心を
育む授業等の実施

施策コード Ⅳ-2-(1)-① 取組 担当課
福祉総務課
学校教育課

施策コード Ⅳ-2-(2)-① 取組 担当課

取組評価

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

交際相手と互いの人権を尊重する関係を築くため、市内の中学
生を対象にデートＤＶ防止授業を実施します。

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

人権感覚を育むためのプログラムを未就園、未就学の親子を対
象に実施し、幼児期からの人権感覚の醸成に努めます。

指標 現状値
実績値／目標達成率 目標値

Ｈ31 Ｈ32

人権感覚を育むためのプログラ
ム開催回数

講座開催
数：７回

Ｈ33 Ｈ34 Ｈ34

講座開催
数：７回

道徳学習を中心に、「人との関わり」に関することを学ぶ授業を
実施します。

取組評価担当課 学校教育課施策コード Ⅳ-2-(2)-① 取組

Ｈ34

取組内
容、成果

Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33
指標 現状値

実績値／目標達成率
Ｈ34

今後の取
組、課題
等

35時間
（各学年）

目標値

道徳授業の実施回数
35時間
（各学年）
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基本的方向　３．ＤＶに関する調査研究

（１）市民への意識調査の実施

ＤＶやデートＤＶに関する市民意識調査の実施

（２）災害時のＤＶ等被害者の相談対応マニュアルの検討

災害時のＤＶ相談者の支援マニュアルの検討

結果の分析

結果の分析

取組評価

Ｈ32

施策コード Ⅳ-3-(1)-① 取組 担当課 福祉総務課

45%

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

市民意識調査を実施します。

指標 現状値
実績値／目標達成率 目標値

Ｈ31

デートＤＶの認知度
（言葉や内容も知っている人の
割合）

43.3%

Ｈ33 Ｈ34 Ｈ34

取組評価

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

災害時におけるＤＶ相談者の支援マニュアルを検討します。

施策コード Ⅳ-3-(2)-① 取組 担当課
福祉総務課
防災課

取組評価

施策コード Ⅳ-2-(2)-① 取組 担当課 人権協働課

Ｈ34

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

広報紙やホームページを活用するほか街頭啓発活動を実施す
るなど、あらゆる年代に対して啓発を行います。

目標値

年４回

Ｈ31

年７回

人権感覚の醸成や人の思いを大切にする心を
育む授業等の実施

ハラスメント防止等の教育・啓
発回数

Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34
指標 現状値

実績値／目標達成率
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第２次加東市ＤＶ対策基本計画　進捗管理票（案）

【取組評価について】Ａ 成果あり（計画に対して十分な成果が得られた）
Ｂ 一部成果あり（計画に対して十分ではないが、一部において成果が得られた）
Ｃ 成果なし（現段階で成果が得られていない）

基本目標Ⅴ　支援体制の充実

基本的方向　１．庁内支援体制の整備

（１）ＤＶ被害者支援対応マニュアルの活用

ＤＶ被害者支援対応マニュアルの更新

（２）ＤＶ防止ネットワーク会議の開催

ＤＶ防止ネットワーク会議の開催

基本的方向　２．関係機関との支援体制の強化

（１）警察や県など関係機関との支援体制の強化

警察や県など関係機関との支援体制の強化

取組評価

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

ＤＶ被害者支援対応マニュアルの更新を毎年行い、被害者が安
心して相談できる体制を整えます。

施策コード Ⅴ-１-(1)-① 取組 担当課
福祉総務課
関係各課

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

警察、兵庫県女性家庭センター、兵庫県中央こども家庭セン
ターと連絡や調整を密に行い、被害者の支援体制を強化しま
す。

施策コード Ⅴ-2-(1)-① 取組 担当課 福祉総務課 取組評価

担当課 福祉総務課

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

ＤＶ防止ネットワーク会議を開催し、ＤＶへの正しい認識と被害者
の安全な避難等の対応について共通認識を持ち、庁内の支援
体制を確立します。

取組評価施策コード Ⅴ-１-(2)-① 取組
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（２）広域的な被害者支援の実施

他市町との連携による被害者支援の実施

（３）民間の被害者支援団体との連携

民間の被害者支援団体との連携

基本的方向　３．支援を担う人材の育成

（１）職員に対する教育の実施

市職員を対象としたＤＶ研修の実施

（２）支援団体の育成

支援団体との連携による、被害者の安全の確保

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

ＤＶ被害の潜在化防止を目指し、被害の実態や特性の正しい理
解と全庁的な意識付けのために、職員を対象としたＤＶ研修の
機会を設け、適切な対応を推進します。

施策コード Ⅴ-3-(1)-①
人事課
福祉総務課

取組評価

福祉総務課 取組評価

施策コード Ⅴ-2-(2)-① 取組 担当課 福祉総務課 取組評価

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

被害者が転出、転入する際は、他市町との広域的な連携により
支援します。

取組評価

取組内
容、成果

今後の取
組、課題
等

民間の被害者支援団体と連携し、ＤＶ防止の啓発や被害者の自
立を支援します。

施策コード Ⅴ-2-(3)-① 取組 担当課

取組内
容、成果

取組 担当課

今後の取
組、課題
等

支援団体の活動情報等を収集し、必要がある場合に被害者へ
の情報提供等を行います。

施策コード Ⅴ-3-(2)-① 取組 担当課 福祉総務課


